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仙台市で感染性胃腸炎が急増しています。 

感染性胃腸炎には様々な原因がありますが、ノロウィルスやロタウィルス等のウィルスによるものが大半で

す。仙台市内では１１月に入り、保育施設等１３施設、幼稚園１施設、小学校１施設において、感染性胃腸炎

の集団感染が疑われる事例が発生しており、すべての事例で一部の患者からノロウィルスが検出されています。   

中山小学校ではまだ校内感染はみられていませんが、ノロウィルスで欠席する児童も出始めております。 

そこで、今月は感染性胃腸炎を予防するためにどうすればいいかお知らせしようと思います。 

 

 

    ヒトの腸粘膜で増殖して、食中毒などの原因となるウィルスです。 

    食品の中では増殖しません。 

 

 

 

感染経路①ノロウィルスに汚染された食品（生かき等の貝類など）を食べたとき 

感染経路②ノロウィルスで汚染された手で調理された食品を食べたとき 

感染経路③発症した人の下痢便や嘔吐物の処理をしたとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 吐き気・嘔吐 

② 下痢・腹痛 

③ ３７度台の発熱 

④ 嘔吐や下痢に伴う脱水症状 

（皮膚・唇の乾燥やおしっこの減少 

に注意！） 
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ノロウィルスってなあに？ 

どうやって感染するの？ 

「雑巾」が感染源となった事例 

ノロウィルスに感染した人の吐物を「雑

巾」で拭いた後、その「雑巾」を水洗いし

ただけで干していました。そしてその「雑

巾」が乾燥するにつれ、「雑巾」に付いて

いたウィルスが空気中に浮遊し感染が広

がりました。 

手洗いが不十分だった事例 

バスケットボールの試合中、ノロウィルス

に感染していた選手の手からボール等を介

して他の選手たちの手も汚染されてしまい

ました。ところがその体育館のトイレにはせ

っけんがなく、十分な手洗いができないまま

昼食を食べたため、感染が広がりました。 

どのような症状なの？ ウィルスが体に入ってから 24～48時間で発症します。 

免疫が持続しないため、何度でも感染します。 

症状がなくなっても、１週間程度ウィルスが便に排出さ

れると言われています。（そこから感染もします。） 



予防方法①かきなどの二枚貝は中心部を８５～９０度で９０秒以上加熱してから食べましょう。 

※湯通し程度の加熱ではウィルスは死にません。 

 

予防方法②正しく手を洗う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防方法③正しく嘔吐物や下痢便を処理する 

 

どうやったら予防できるの？ 

ノロウィルスに

はアルコールは効

果がありません。せ

っけんで洗い落と

すしかないのです。 

 
ふきとります。 

 
これをきっちり守らないと、家族全員にノロウィルスが感染してしまいます！ 

御家庭に一つ嘔吐物処理セットを用意しておくといいですよ。 

 
（ハイター・ブリーチ等） 


